
経済データで見る最近の世界経済動向（２０１８年８月～２０１８年１０月）＊青字は悪化指数、%：前年比､CPI：消費者物価､PMI 製造業景況指数､２０１８.１０．２５．現在 日本機械輸出組合 

 ２０１８年８月 ２０１８年９月 ２０１８年１０月 最近の経済動向 

 
世 
 
界 

-ﾄﾞﾊﾞｲ原油：８日 73.1 ㌦、１６日 69.7 ㌦、３１日 75.7 ㌦ 

 

-ﾄﾞﾊﾞｲ原油：３日 75.6 ㌦、７日 74.6 ㌦、２８日

80.9 

 

-ﾄﾞﾊﾞｲ原油：１日 81.1 ㌦、４日 84.1 ㌦、１９

日 78.1 

-１８年 IMF 予測 GDP 世界+3.7%、米

+2.9%、ﾕｰﾛ+2.0%、日本+1.1%、中国+6.6% 

･米国･欧州経済は消費､生産､輸出に支えられて堅調に推

移。日本は輸出､生産に支えられ拡大維持｡中国 6.5%｡ｲﾝﾄﾞ

8%台､ﾍﾞﾄﾅﾑ、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ６%台､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ５%台､ﾏﾚｰｼｱ､ﾀｲ 4%

台､ｼﾝｶﾞ、台湾３%台、韓国 0.7%。ﾌﾞﾗｼﾞﾙ､ﾛｼｱは長期低迷か

ら回復の兆し｡原油価格緩やかな回復傾向 

 
 
日 
 
 
本 

-株価：１日 22746、１３日 21,857、３０日 22869 

-雇用：７月：失業率 2.5%前月比 0.1 ﾎﾟ上げ、 

-所得：７月：実質賃金+0.4% 3 ヶ月+､現金給与総額

+1.5% 12 ヶ月+、勤労者世帯収入-1.6 ﾎﾟ 

-消費：７月：消費支出+0.1% 6 ヶ月ぶり+、新車販売

+3.3% 44.2 万台 3 ヶ月ぶり+、住宅着工-0.7% 2 ヶ月-、 

-受注：７月：機械+11.5%､産業機械+23.5%､工作機械

+13.1% 20 ヶ月連続+､ 

-生産：７月:鉱工業+2.2%､建設機械出荷+5.7% 21 ヶ月

+､ 

-貿易：７月:輸出+3.9%20 ヶ月+､輸入+14.6% 4 ヶ月+ 

-収益：4-6 月：純利益 :三菱重工 150 億円黒字､

IHI-48%61 億円､ﾀﾞｲｷﾝ+17%596 億円､ﾊﾟｲｵﾆｱ 66 億円

赤字､伊藤忠+4.8%1133 億円､住商+16.8%913 億円 

-投資：７月：機械受注民需+18.5%、 

-株価：３日 22707、７日 22307、２８日 24120 

-雇用：８月：失業率 2.4%前月比 0.1 ﾎﾟ下げ、 

-所得：８月：実質賃金-0.6% 4 ヶ月ぶり減､現金

給与総額+0.9% 13 ヶ月+、勤労者世帯収入-0.6

ﾎﾟ 

-消費：８月：消費支出+2.8% 2 ヶ月+、新車販売

+2.5% 36.4 万台 2 ヶ月+、住宅着工+1.6% 3 ヶ月

ぶり+、 

-受注：８月：機械+5.2%、産業機械-15.6% 2 ヶ月

ぶり-、工作機械+5.3% 21 ヶ月連続+  

-生産：８月:鉱工業+0.2%､建設機械出荷+14.3% 

22 ヶ月+､ 

-貿易：８月:輸出+6.6% 21ヶ月+､輸入+15.3% 5ヶ

月+ 

-投資：８月：機械受注民需+17.6%、 

-株価：２日 24270、２３日 22010、 

-消費：９月：新車販売-2.0% 48.5 万台 

-受注：９月：工作機械+2.9% 22 ヶ月連続+ 

中国向け大きくﾏｲﾅｽ､ 

-収益：4-9 月：純利益:ｽﾊﾞﾙ-42% 490 億

円、 

(前々月)･GDP4-6 月は前期比年率+3.0% 2 四半期ぶり+｡7

月失業率 2.5% 0.1 ﾎﾟ上げ､実質賃金 3 ヶ月+、現金給与 12

ヶ月連続＋。車販売 2 ヶ月+､住宅着工 2 ヶ月-｡消費支出 6

ヶ月ぶり+、輸出 20 ヶ月+、鉱工業生産再び+、設備投資 7

四半期連続＋｡景気は､輸出、生産、投資に支えられ拡大

維持｡上場企業純利益 4-6 月+28%､7 四半期二桁増好調､

自動車･機械･電機､商社全般的に好調｡株価は 23000 台

へ。景気回復持続､財政赤字縮小が課題｡ 

(前･当月)･GDP4-6 月は前期比年率+3.0% 2 四半期ぶり+｡

８月失業率 2.4% 0.1 ﾎﾟ下げ､実質賃金 4 ヶ月ぶり-、現金給

与 13 ヶ月連続＋。車販売 3 ヶ月ぶり-､住宅着工 3 ヶ月ぶり

+｡消費支出 2 ヶ月+、輸出 21 ヶ月+、鉱工業生産 2 ヶ月+、

設備投資 7 四半期連続＋｡景気は､輸出、生産、投資に支

えられ拡大維持｡上場企業純利益 4-6 月+28%､7 四半期二

桁増好調､自動車･機械･電機､商社全般的に好調｡株価は

22000 台へ急落。景気回復持続､財政赤字縮小が課題｡ 

 
 
 
 
 
ア 
 
ジ 
 
ア 
 

-株価：上海：１日 2824､１７日 2668、２７日 2780、３１日

2725 

-中国：７月：PMI 前月比 0.3 ﾎﾟ下げ 2 ヶ月-､輸

出:+12.2% 4ヶ月+､輸入:+27.3%､新車販売：-4% 188.9万

台､小売売上高+8.8%､工業生産+6%､1-7月:固定資産投

資+5.5%､不動産投資+10.2%､ｲﾝﾌﾗ投資+5.7% 

-韓国：７月:輸出+6.2%､輸入+16.2% 

-台湾：７月：輸出+17.6% 5 ヶ月+、輸入+14.0% 

-ﾌｨﾘﾋﾟﾝ：６月：新車販売-24.1%､2.8 万台 

-ﾍﾞﾄﾅﾑ：７月:新車販売+3.9%2.1 万台､ 

-ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：15 日：政策金利+0.25% 5.50%へ､７月：新車

販売+25.9%10.7 万台 

-ﾀｲ：７月：新車販売 25.7%増 8.2 万台、 

-ﾏﾚｰｼｱ:７月:新車販売+41.0% 6.8 万台、 

-ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ:７月：新車販売-30.0% 

-ｲﾝﾄﾞ:１日:政策金利+0.25% 6.50%へ､７月:新車販売

+2.6% 36.7 万台 13 ヶ月+ 

-株価：上海：４日 2750､１７日 2651、２８日 2821 

-中国：８月：PMI 前月比 0.2 ﾎﾟ下げ 3 ヶ月-､輸

出+9.8% 5 ヶ月+、輸入+20.0%、新車販売：-3.8% 

210.3 万台､小売売上高+9.0%､工業生産+6.1%､

1-8月:固定資産投資+5.3%最低を更新､ｲﾝﾌﾗ投

資+4.2%減速に歯止めかからず 

-韓国：８月:輸出+8.7%2 ヶ月+ 

-台湾：８月：輸出+1.9% 6 ヶ月+ 

-ﾌｨﾘﾋﾟﾝ：８月：新車販売-14.1%､3.0 万台 

-ﾍﾞﾄﾅﾑ：８月:新車販売-7.2%2.1 万台､ 

-ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：８月：新車販売+5.2%10.2 万台 

-ﾀｲ：８月：新車販売 27.7%増 8.7 万台、 

-ﾏﾚｰｼｱ:８月:新車販売+26.8% 6.6 万台 

-ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ:８月：新車販売-23.1% 

-ｲﾝﾄﾞ:８月:新車販売+3.4% 37.2 万台 14 ヶ月+ 

-株価：上海：10 日 2725､18 日 2486、 

２２日 2654 

-中国：９月：PMI前月比 0.5 ﾎﾟ下げ 4ヶ月- 

2016 年 9 月以来の低水準､輸出+14.5%6

ヶ月+、輸入+14.3%、新車販売：-11.6% 

239.4 万台､4-6 月 GDP +6.5% 2009 年

1-3 月以来の低水準、1-9 月:固定資産投

資+5.4%､ｲﾝﾌﾗ投資+3.3%さらに減速、小売

売上高+9.3%､工業生産+6.4%､ 

-韓国：９月:輸出-8.2%操業日数減、輸入

-2.1%、7-9 月営業利益ｻﾑｽﾝ+20%、ﾎﾟｽｺ

+36%、 

-台湾：９月：輸出+2.6% 7 ヶ月+、7-9 月純

利益：TSMC-1% 

-ﾌｨﾘﾋﾟﾝ：９月：新車販売-9.7%､3.1 万台 

-ﾍﾞﾄﾅﾑ：９月:新車販売+19.5%2.5 万台､

7-9 月 GDP+6.9% 

-ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：９月：新車販売+6.3%9.3 万台 

-ﾀｲ：９月：新車販売 14.3%増 8.9 万台、 

-ﾏﾚｰｼｱ:９月:新車販売-23.7% 3.1 万台 

-ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ:９月：新車販売+4.5% 

-ｲﾝﾄﾞ:5 日:政策金利 6.5%据置､９月:新車

販売+0.3% 38.9 万台 15 ヶ月+ 

（前々月）・中国 4-6 月 GDP6.7% 0.1 ﾎﾟ下げ。輸出 5 ヶ月+。

新車販売 2 ヶ月-、小売売上高は 9%､固定資産投資 5.3%最

低を更新､ｲﾝﾌﾗ投資減速に歯止めかからず､工業生産

6.1%｡景気は輸出が持ち直すも消費・投資が低調、減速局

面。株価は 2700 台｡韓国､輸出 2 ヶ月+、GDP+0.7%､企業業

績は半導体好調｡台湾､輸出 6 ヶ月+､生産回復で GDP 3％

台｡直近の ASEAN の GDP､ﾍﾞﾄﾅﾑ、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 6%台､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

5%台､ﾏﾚｰｼｱ、ﾀｲ 4%台､ｼﾝｶﾞ 3%台｡ｲﾝﾄﾞ車販売 14 ヶ月+、

GDP8%台成長。 

（前・今月）・中国 7-9月GDP6.5% 0.2ﾎﾟ下げ。輸出 6ヶ月+。

新車販売 3 ヶ月-、小売売上高は 9.3%､固定資産投資 5.4%

低水準､ｲﾝﾌﾗ投資3.3% 更に減速､工業生産6.4%｡景気は輸

出が持ち直すも消費・投資が低調、減速局面。株価は 2600

台へ｡韓国､輸出 3 ヶ月ぶり- 操業日数減。GDP+0.7%､企業

業績は半導体好調｡台湾､輸出 7 ヶ月+､生産回復で GDP 

3％台｡直近の ASEAN の GDP､ﾍﾞﾄﾅﾑ、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 6%台､ｲﾝﾄﾞﾈ

ｼｱ 5%台､ﾏﾚｰｼｱ、ﾀｲ 4%台､ｼﾝｶﾞ 3%台｡ｲﾝﾄﾞ車販売 15 ヶ月

+、GDP8%台成長。 



 
 
北 
 
米 

-景気：1 日 FRB 追加利上げ見送り「米景気は力強く成

長している」「さらなる緩やかな利上げが整合的」 

-金融：13 日 0.25%利上げ、18 年の利上げ年 4 回へ 

-株価：７日 25628､１５日 25162、２９日 26124 

-雇用：７月：失業率 3.9%前月比 0.1 ﾎﾟ低下、 

-消費:７月：小売売上高 6.4%増 11 ヶ月+、新車販売

-3.2% 137.0 万台、住宅着工-1.4%、中古住宅販売-1.5% 

5 ヶ月- 

-生産:７月:鉱工業： +4.2% 17 ヶ月+ 

-貿易：７月：輸出+9.6% 23 ヶ月+、輸入+10.3% 

-収益：4-6 月:ｽﾃﾗ 800 億円赤字､5-７月：純利益:ｼｽｺ

+57%、HP+20%980 億円 

-投資：７月：設備稼働率 77.9%、 

-株価：１０日 25857、２１日 26713、２６日 26385 

-雇用：８月：失業率 3.9%前月比横這、 

-消費:８月：小売売上高 6.6%増 12 ヶ月+、新車

販売-0.1% 148.2 万台、住宅着工+9.4%、 

-生産:８月:鉱工業： +4.9% 18 ヶ月+ 2011 年 2

月以来の高水準 

-貿易：８月：輸出+8.0% 24 ヶ月+、輸入+11.1% 

-投資：８月：設備稼働率 78.1%、 

-金融：26 日 0.25%利上げ、今年 3 回目 

-株価：３日 26828、１１日 25052、１９日

25444 

-雇用：９月：失業率 3.7%前月比 0.2 ﾎﾟ低

下、 

-消費:９月：小売売上高 3.7%増 13 ヶ月+、

新車販売-6.0% 3 ヶ月-、住宅着工+3.7%2

ヶ月+ 

-生産:９月:鉱工業：+5.1% 19 ヶ月+ 

-収益：7-9 月:純利益 IBM-1%、3000 億

円､ 

-投資：９月：設備稼働率 78.1%、 

（前々月）・GDP は 4-6 月前期比年率+4.2%で 22 四半期連

続＋。失業率 3.9%横這。車販売 2 ヶ月-､住宅着工 3 ヶ月ぶ

り+､小売売上 11 ヶ月+。設備投資堅調、生産は 18 カ月＋。

輸出 23 ケ月＋。景気は投資､輸出､生産に支えられ堅調に

推移。一部除く IT･半導体・ｿﾌﾄ関係､建機､航空機好調、自

動車･産業ｼｽﾃﾑは斑模様｡株価は 26000台へ｡成長持続が

課題｡経済･通商政策､今後の金利政策の影響が懸念材料 

（前・今月）・GDP は 4-6 月前期比年率+4.2%で 22 四半期連

続＋。失業率 3.7% 0.2 ﾎﾟ下げ。車販売 3 ヶ月-､住宅着工 2

ヶ月+､小売売上 13 ヶ月+。設備投資堅調、生産は 19 カ月

＋。輸出 24ケ月+。景気は投資､輸出､生産に支えられ堅調

に推移。一部除く IT･半導体・ｿﾌﾄ関係､建機､航空機好調、

自動車･産業ｼｽﾃﾑは斑模様｡株価は 25000台｡成長持続が

課題｡経済･通商政策､今後の金利政策の影響が懸念材料 

 
 
欧 
 
州 

-金融：2 日英国政策金利+0.25% 0.75%へ 

-株価：FT：２日 7573、８日 7776、３１日 7432 

-雇用：７月：失業率：ﾕｰﾛ 8.2%､独 3.4%､仏 9.2%､伊

10.2%､ｽﾍﾟｲﾝ 15.2%､蘭 3.8%､ﾎﾟｰﾗ 3.5% 

-消費：７月：小売売上高：ﾕｰﾛ+1.0% 48 ヶ月+､独+0.8%､

仏+2.3%､英+3.9%､ｽﾍﾟｲﾝ-0.9%、蘭 3.4%、ﾎﾟｰﾗ+7.7%､新

車登録：欧州+9.4%、独 12.3%､仏+18.9%、英+1.2%､伊

+4.7%､ｽﾍﾟｲﾝ+19.3%､蘭+11.8%、ﾎﾟｰﾗ+25.7%、 

-生産:７月:鉱工業:+0.3% 25 ヶ月連続+、独+1.1%､仏

+2.0%､英+0.9%､伊-1.3%、ｽﾍﾟｲﾝ+0.9%､蘭-2.8%、ﾎﾟｰﾗ

+7.8% 

-貿易：７月：輸出+9.4%、輸入+13.4% 

-株価：FT：３日 7504、１１日 7273、２７日 7545 

-雇用：８月：失業率：ﾕｰﾛ 8.1%､独 3.4%､仏 9.3%､

伊 9.7%､ｽﾍﾟｲﾝ 15.2%､蘭 3.9%､ﾎﾟｰﾗ 3.4% 

-消費：８月：小売売上高：ﾕｰﾛ+1.8% 49 ヶ月+､

独+1.4%､仏+3.2%､英+3.3%､ｽﾍﾟｲﾝ+0.3%、ﾎﾟｰﾗ

+6.5%､新車登録：欧州+28.1%4 ヶ月+、独 24.7%､

仏+40.0%、英+23.1%､伊+9.5%､ｽﾍﾟｲﾝ+48.7%､蘭

+42.1%、ﾎﾟｰﾗ+64.3%、 

-生産:８月:鉱工業:ﾕｰﾛ+0.9% 再び+、独-0.5%､

仏+1.7% ､英+1.6%､伊-0.8%、ｽﾍ ﾟｲﾝ+1.2%､蘭

+0.5%、ﾎﾟｰﾗ+5.0% 

-貿易：８月：輸出+5.6%、輸入+8.4% 

-株価：FT：３日 7510、２３日 6955、 

-消費：９月：新車登録：欧州-23% 5 ヶ月ぶ

り-、独-30.5% ､仏-12.8%、英-20.5% ､伊

-25.4%､ｽﾍ ﾟｲﾝ-17.0%､蘭-16.7%、ﾎﾟｰﾗ

-22.4%、 

 

（前々月）・GDP4-6 月ﾕｰﾛ圏 2.1%成長､21 四半期＋､西､

蘭２%以上｡失業率 8.2％横這｡車販売 4 ヶ月+。消費は 48 ヶ

月連続＋､英、仏、ﾎﾟｰﾗが堅調､輸出 2 ヶ月+､投資やや増､

生産は 25 ヶ月ぶり-｡景気は消費､輸出に支えられ堅調に

推移。株価 7300 台へ｡高水準の失業率低下､景気回復持

続が課題｡英 EU 離脱交渉､難民問題､ｳｸﾗｲﾅ問題､南欧債

務､景気下振れが懸念材料 

（前・今月）・GDP4-6 月ﾕｰﾛ圏 2.1%成長､21 四半期＋､西､

蘭２%以上｡失業率8.1%0.1ﾎﾟ下げ｡車販売5ヶ月ぶり-。消費

は 49 ヶ月連続+､英、仏、独、ﾎﾟｰﾗが堅調､輸出 3 ヶ月+､投

資やや増､生産は再び+｡景気は消費､輸出に支えられ堅調

に推移。株価 6900 台へ｡高水準の失業率低下､景気回復

持続が課題｡英 EU 離脱交渉､難民問題､ｳｸﾗｲﾅ問題､南欧

債務､景気下振れが懸念材料 

中

東

ｱﾌ 

-ﾄﾙｺ:７月：新車販売-36.0% 5.4 万台、4-6 月 GDP 

+5.2%に鈍化 

-南ア：７月：新車販売+2.6% 4.8 万台 

-ﾄﾙｺ:13 日：政策金利+6.25% 24%へ、８月：消費

者物価+17.9%、８月：新車販売-53.0% 3.5 万台 

-南ア：8 月：新車販売-2.5% 4.8 万台 

-ﾄﾙｺ:９月：新車販売-67.7% 2.4 万台 6 ヶ

月- 

-南ア：９月：新車販売-1.9% 5.0 万台 

･ｼﾘｱ､南ｽｰﾀﾞﾝ､ｲﾗｸ､ｱﾌｶﾞﾝ､ﾘﾋﾞｱ､ｲｴﾒﾝ､ﾅｲｼﾞｪﾘｱ等で政情

不安定｡ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ､UAE､ｸｳｪｰﾄ､ｵﾏｰﾝ財政不安｡ｲﾗﾝ米国

制裁影響懸念。ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ GDP２四半期ﾏｲﾅｽ。ﾄﾙｺ車販

売 6 ヶ月-GDP5.2%に鈍化。南ｱ､物価高､高金利、車販売 2

ヶ月-。GDP2 期-｡政治の安定化､資源価格の安定が課題 

中

南

米 

-ﾌﾞﾗｼﾞﾙ:７月:車販売+17.7% 21.8 万台、 

-ﾒｷｼｺ：７月:車販売-6.4% 11.4 万台 14 ヶ月ﾏｲﾅｽ、 

-ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ:30 日:政策金利 60%へ、4-6 月 GDP -4.2% 

７月：車販売-17.4% 6.7 万台 

-ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ：20 日:ﾃﾞﾉﾐ実施 

-ﾌﾞﾗｼﾞﾙ:13 日：ﾚｱﾙ対ﾄﾞﾙ最安値、８月：新車販

売+14.8% 24.9 万台、 

-ﾒｷｼｺ：８月:新車販売-5.3% 11.9 万台 15 ヶ月ﾏ

ｲﾅｽ、 

-ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ:13 日:ﾍﾟｿ対ﾄﾞﾙ最安値、８月：新車販

売-25.2% 6.5 万台 

-ﾌﾞﾗｼﾞﾙ:19 日:政策金利 6.5%据置、９月：

新車販売+7.1% 21.3 万台 19 ヶ月+、 

-ﾒｷｼｺ：９月:新車販売-1.5% 11.5 万台 16

ヶ月ﾏｲﾅｽ、 

-ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ:政策金利変動制導入。９月：新

車販売-34.7% 5.2 万台 4 ヶ月- 

･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ経済は物価高､通貨安､投資低迷も金利低下､車販

売 19ヶ月+。GDP4-6月+1.0％､5期連続＋､経済回復傾向｡

ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗは政治経済混迷。ﾒｷｼｺ経済､車販売 16 ヶ月連続

－。ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ政策金利変動制導入。車販売 4 ヶ月-。ベネ

ズエラはﾃﾞﾉﾐ実施。 

露

東

欧 

-ﾛｼｱ：７月：新車販売:+10.6% 14.3 万台 17 ヶ月連続+ -ﾛｼｱ:14 日：政策金利+0.25% 7.50%へ、８月：新

車販売:+11.0% 14.7 万台 18 ヶ月連続+ 

-ﾛｼｱ：９月：新車販売:+6.2% 15.7 万台 19

ヶ月連続+ 

･ﾛｼｱは対ロ制裁､高金利､通貨安も消費･投資･生産･輸出

に回復傾向､新車販売 19 ヶ月連続＋。 

･ﾛｼｱ 4-6 月 GDP は 1.9%増、7 四半期連続+。 対ロ経済制

裁の影響､資源価格の安定､経済回復の維持が懸念材料 

 

 

 


